
第
二
十
三
条
第
一
項
第
四
号
の
五
ロ
及
び
ハ

政
令

当
該
法
人
に
係
る
固
有
法
人
の
政
令

第
二
十
三
条
第
一
項
第
四
号
の
五
ニ

同
項

当
該
法
人
に
係
る
固
有
法
人
の
同
項

第
二
十
三
条
第
一
項
第
四
号
の
五
ホ

純
資
産
額

当
該
法
人
に
係
る
固
有
法
人
の
純
資
産
額

第
二
十
四
条
の
二
第
五
項
の
表
第
五
十
二
条
第
一
項
の
表
の
第
一
号
の
項
を
削
り
、
同
表
第
五
十
二
条
第
一
項
の

表
の
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
項
中
「
の
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
」
を
削
り
、
同
表
第
五
十
二
条
第
四
項
の
項

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
十
二
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で

）
の
資
本
金
等

の
額

）
に
係
る
固
有
法
人
の
資
本
金
等
の
額

平成年月日 火曜日 (号外特第号)官 報

第
三
十
二
条
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
同
法
第
六
十
条
の
二
か
ら
第
六
十
条
の
四
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
中
「
百
分
の
十
」
を
「
百
分
の
二
十
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
課
税
山
林
所
得
金

額
（
以
下
こ
の
項
」
を
「
課
税
山
林
所
得
金
額
（
次
号
」
に
、「
同
条
第
二
項
」
を
「
同
項
」
に
、「
課
税
退
職
所
得
金

額
（
以
下
こ
の
項
」
を
「
課
税
退
職
所
得
金
額
（
同
号
」
に
改
め
る
。

第
四
十
五
条
の
三
の
三
第
四
項
中
「
第
二
百
三
条
の
五
第
四
項
」
を
「
第
二
百
三
条
の
五
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
二
条
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４

第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
法
人
（
保
険
業
法
に
規
定
す
る
相
互
会
社
を
除
く
。）の
資
本
金
等
の
額
が
、
同
号
に

定
め
る
日
（
法
人
税
法
第
七
十
一
条
第
一
項
（
同
法
第
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。）

に
規
定
す
る
申
告
書
を
提
出
す
る
義
務
が
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
政
令
で
定
め
る
日
）
現
在
に
お
け
る
資
本
金

の
額
及
び
資
本
準
備
金
の
額
の
合
算
額
又
は
出
資
金
の
額
に
満
た
な
い
場
合
に
お
け
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
項
の
表
の
第
一
号
ホ
中
「
資
本
金
等
の
額
が
」
と
あ
る
の
は
「
次
項
第
一
号
に
定
め
る
日
（
同
法

第
七
十
一
条
第
一
項
（
同
法
第
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。）に
規
定
す
る
申
告
書
を

提
出
す
る
義
務
が
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
第
四
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
日
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同

じ
。）現
在
に
お
け
る
資
本
金
の
額
及
び
資
本
準
備
金
の
額
の
合
算
額
又
は
出
資
金
の
額
が
」
と
、
同
表
の
第
二
号

か
ら
第
五
号
ま
で
の
規
定
中
「
資
本
金
等
の
額
が
」
と
あ
る
の
は
「
次
項
第
一
号
に
定
め
る
日
現
在
に
お
け
る
資

本
金
の
額
及
び
資
本
準
備
金
の
額
の
合
算
額
又
は
出
資
金
の
額
が
」
と
す
る
。

第
五
十
二
条
第
五
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

５

第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
法
人
（
保
険
業
法
に
規
定
す
る
相
互
会
社
を
除
く
。）の
資
本
金
等
の
額
が
、
政
令
で

定
め
る
日
現
在
に
お
け
る
資
本
金
の
額
及
び
資
本
準
備
金
の
額
の
合
算
額
又
は
出
資
金
の
額
に
満
た
な
い
場
合
に

お
け
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
表
中
「
資
本
金
等
の
額
が
」
と
あ
る
の
は
、「
第
五
項
に
規

定
す
る
政
令
で
定
め
る
日
現
在
に
お
け
る
資
本
金
の
額
及
び
資
本
準
備
金
の
額
の
合
算
額
又
は
出
資
金
の
額
が
」

と
す
る
。

６

第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
法
人
（
保
険
業
法
に
規
定
す
る
相
互
会
社
を
除
く
。）の
資
本
金
等
の
額
が
、
同
号
に

定
め
る
日
現
在
に
お
け
る
資
本
金
の
額
及
び
資
本
準
備
金
の
額
の
合
算
額
又
は
出
資
金
の
額
に
満
た
な
い
場
合
に

お
け
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
表
中
「
資
本
金
等
の
額
が
」
と
あ
る
の
は
、「
次
項
第
三
号

に
定
め
る
日
現
在
に
お
け
る
資
本
金
の
額
及
び
資
本
準
備
金
の
額
の
合
算
額
又
は
出
資
金
の
額
が
」
と
す
る
。

第
五
十
三
条
第
二
項
中
「
第
二
条
第
十
二
号
の
七
の
三
」
を
「
第
二
条
第
十
二
号
の
七
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十

三
項
中
「
第
二
条
第
十
二
号
の
七
の
二
」
を
「
第
二
条
第
十
二
号
の
六
の
七
」
に
改
め
る
。

第
七
十
一
条
の
十
四
第
六
項
中
「
二
週
間
」
を
「
一
月
」
に
改
め
る
。

第
七
十
一
条
の
三
十
一
第
一
項
中
「
あ
つ
て
は
」
を
「
お
い
て
」
に
改
め
、「
取
り
扱
う
者
」
の
下
に
「
が
あ
る
と

き
は
、
そ
の
者
」
を
加
え
る
。

第
七
十
一
条
の
三
十
五
第
七
項
及
び
第
七
十
一
条
の
五
十
五
第
七
項
中
「
二
週
間
」
を
「
一
月
」
に
改
め
る
。

第
七
十
二
条
の
五
第
一
項
第
七
号
中
「
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
」
の
下
に
「
、
日
本
電
気
計
器
検
定
所
」
を
加
え
、

「
、
日
本
電
気
計
器
検
定
所
」
を
削
り
、「
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
」
の
下
に
「
、
広
域
的
運
営
推
進
機
関
」
を

加
え
る
。

第
七
十
二
条
の
十
三
第
九
項
中
「
第
二
条
第
十
二
号
の
七
の
三
」
を
「
第
二
条
第
十
二
号
の
七
」
に
改
め
、
同
条

第
十
一
項
中
「
第
二
条
第
十
二
号
の
七
の
二
」
を
「
第
二
条
第
十
二
号
の
六
の
七
」
に
改
め
、同
条
第
十
六
項
中「
第

二
条
第
十
二
号
の
七
の
四
」
を
「
第
二
条
第
十
二
号
の
七
の
二
」
に
改
め
る
。

第
七
十
二
条
の
二
十
一
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
第
三
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中「（
平
成
十
七

年
法
律
第
八
十
六
号
）」を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
て
ん
補
」
を
「
塡
補
」
に
改
め
、「
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
七

号
。」及
び
「
昭
和
十
三
年
法
律
第
七
十
四
号
。」を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
て
ん
補
」
を
「
塡
補
」
に
改
め
、
同
条

第
七
項
中
「
同
項
」
を
「
同
項
の
表
以
外
の
部
分
」
に
、「「
五
千
億
円
」」を
「
同
項
の
表
千
億
円
以
下
の
金
額
の
項

中
「
千
億
円
」
と
あ
る
の
は
「
千
億
円
に
当
該
事
業
年
度
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
十
二
で
除
し
て
計
算
し
た
金

額
」
と
、
同
表
千
億
円
を
超
え
五
千
億
円
以
下
の
金
額
の
項
中
「
千
億
円
を
」
と
あ
る
の
は
「
千
億
円
に
当
該
事
業

年
度
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
十
二
で
除
し
て
計
算
し
た
金
額
を
」
と
、「
五
千
億
円
」」に
、「
と
す
る
」
を
「
と
、

同
表
五
千
億
円
を
超
え
一
兆
円
以
下
の
金
額
の
項
中
「
五
千
億
円
」
と
あ
る
の
は
「
五
千
億
円
に
当
該
事
業
年
度
の

月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
十
二
で
除
し
て
計
算
し
た
金
額
」
と
、「
一
兆
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
兆
円
に
当
該
事
業
年

度
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
十
二
で
除
し
て
計
算
し
た
金
額
」
と
す
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、

同
条
第
六
項
中
「
と
き
は
」
を
「
場
合
に
は
」
に
、「
、
第
一
項
」
を
「
、
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
」
を
「
第
一
項
及
び
第
二
項
」

に
、「
同
項
」
を
「
第
一
項
」
に
、「
と
あ
る
の
は
、」を
「
と
あ
る
の
は
」
に
改
め
、「
金
額
」」の
下
に
「
と
、
第
二
項
中

「
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
に
継
続
の
日
か
ら
連
結
事
業
年
度
終
了
の
日
ま
で
の
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を

十
二
で
除
し
て
計
算
し
た
金
額
と
す
る
」」を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
除
く
。」の
下
に

「
第
九
項
に
お
い
て
同
じ
。」を
加
え
、「
第
一
項
」
を
「
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
、「
同
項
」
を
「
第
一
項
」
に
、「
と

あ
る
の
は
、」を
「
と
あ
る
の
は
」
に
改
め
、「
金
額
」」の
下
に
「
と
、
第
二
項
中
「
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
に
連
結

事
業
年
度
開
始
の
日
か
ら
解
散
の
日
ま
で
の
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
十
二
で
除
し
て
計
算
し
た
金
額
と
す

る
」」を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
、「
同
項
」
を
「
第
一
項
」

に
、「
と
あ
る
の
は
、」を
「
と
あ
る
の
は
」
に
改
め
、「
金
額
」」の
下
に
「
と
、
前
項
中
「
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
に

当
該
事
業
年
度
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
十
二
で
除
し
て
計
算
し
た
金
額
と
す
る
」」を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
三

項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
が
、
各
事
業
年
度
終
了
の
日
に

お
け
る
資
本
金
の
額
及
び
資
本
準
備
金
の
額
の
合
算
額
又
は
出
資
金
の
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
第
七
十
二
条

の
十
二
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
各
事
業
年
度
の
資
本
金
等
の
額
は
、
各
事
業
年
度
終
了
の
日
に
お
け
る
資
本
金
の

額
及
び
資
本
準
備
金
の
額
の
合
算
額
又
は
出
資
金
の
額
と
す
る
。

第
七
十
二
条
の
二
十
一
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

９

連
結
子
法
人
が
事
業
年
度
の
中
途
に
お
い
て
解
散
を
し
た
場
合
の
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
第
七
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
表
以
外
の
部
分
中
「
千
億
円
」
と
あ
る
の
は
「
千
億
円
に
連
結
事
業
年
度
開
始
の
日

か
ら
解
散
の
日
ま
で
の
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
十
二
で
除
し
て
計
算
し
た
金
額
」
と
、「
一
兆
円
」
と
あ

る
の
は
「
一
兆
円
に
連
結
事
業
年
度
開
始
の
日
か
ら
解
散
の
日
ま
で
の
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
十
二
で

除
し
て
計
算
し
た
金
額
」
と
、
同
項
の
表
千
億
円
以
下
の
金
額
の
項
中
「
千
億
円
」
と
あ
る
の
は
「
千
億
円
に
連

結
事
業
年
度
開
始
の
日
か
ら
解
散
の
日
ま
で
の
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
十
二
で
除
し
て
計
算
し
た
金

額
」
と
、
同
表
千
億
円
を
超
え
五
千
億
円
以
下
の
金
額
の
項
中
「
千
億
円
を
」
と
あ
る
の
は
「
千
億
円
に
連
結
事

業
年
度
開
始
の
日
か
ら
解
散
の
日
ま
で
の
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
十
二
で
除
し
て
計
算
し
た
金
額
を
」

と
、「
五
千
億
円
」
と
あ
る
の
は
「
五
千
億
円
に
連
結
事
業
年
度
開
始
の
日
か
ら
解
散
の
日
ま
で
の
期
間
の
月
数
を

乗
じ
て
得
た
額
を
十
二
で
除
し
て
計
算
し
た
金
額
」
と
、同
表
五
千
億
円
を
超
え
一
兆
円
以
下
の
金
額
の
項
中「
五

千
億
円
」
と
あ
る
の
は
「
五
千
億
円
に
連
結
事
業
年
度
開
始
の
日
か
ら
解
散
の
日
ま
で
の
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て

得
た
額
を
十
二
で
除
し
て
計
算
し
た
金
額
」
と
、「
一
兆
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
兆
円
に
連
結
事
業
年
度
開
始
の
日

か
ら
解
散
の
日
ま
で
の
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
十
二
で
除
し
て
計
算
し
た
金
額
」
と
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
け
る
月
数
は
、
暦
に
従
い
計
算
し
、
一
月
に
満
た
な
い
と
き
は
一
月
と
し
、
一
月
に
満
た
な
い
端
数
を
生
じ

た
と
き
は
切
り
捨
て
る
。
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